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1．はじめに  

 

2020 年(令和 2年)11 月 5 日、H5N8 亜型のウイルスによる高病原性鳥インフル

エンザが香川県下で発生した。本病の発生は 2018 年 1 月 11 日の香川県の肉用鶏

飼養農場での H5N6 亜型のウイルスによる発生以来、2年 10 カ月ぶりのことであ

った。その後、翌年 3月 13 日までにさらに香川県での 12 例、宮崎県での 12 例、

そして千葉県での 11 例を含む計 52 例（18 県）の発生が確認された。  

世界的に見ると、欧州においては H5N8 亜型のウイルスによる本病が多発してお

り、フランスでは 492 例、ドイツでは 223 例、英国 24 例、オランダ 12 例などが

報告されている。また、東アジアにおいても昨シーズン発生がなかった韓国にお

いて、あひる農場を中心とした 109 例、野鳥においても計 234 例の発生が確認さ

れている。 

一方、我が国の野鳥等においても、2020 年 10 月 24 日の北海道紋別市における

野鳥糞便からのウイルス分離陽性例を皮切りに、翌年 3月 3日までに合計 18 道県

58 事例において同じく H5N8 亜型の高病原性鳥インフルエンザの感染が確認され

ており、我が国の家きんに対する極めて高いウイルス侵入リスクがあったものと

考えられる。  

結局のところ、我が国の今回の一連の発生では計約 987 万羽が殺処分の対象と

なるなど、これまでにない規模での流行となった。また、100 万羽を超える大規

模農場でも複数の発生が認められるなど、農場単位でみても過去に例のない発生

規模であった。さらに比較的狭い地域での連続発生も過去にない今回の流行の特

徴となった。 

このような状況から、我が国では本病発生後直ちに原因究明を目的として、疫

学調査チームによる各発生農場及びその周辺環境を含めた現地調査や関係者から

の聞き取り調査等が行われた。また、分離ウイルスの病原性や遺伝子解析等を含

む性状検査も実施された。それらの分析結果を踏まえて、今回疫学調査報告書の

取りまとめを行い、発生予防・まん延防止対策の強化・徹底についての提言をさ

せていただいた。 

これまでの諸外国の流行状況から、次シーズンもまた我が国への新たなウイル

ス侵入及び本病の発生リスクは依然として高いと言わざるを得ないが、本調査結

果が今後の高病原性鳥インフルエンザ流行予防対策の一層の強化に繫がることを

期待したい。  

最後に、本報告書の作成に当たり御尽力いただいた疫学調査チーム委員諸氏並

びに発生時の防疫対応に当たられた全ての関係者各位に深く感謝申し上げたい。  

 

令和 3年 9月 24 日  

 
 

高病原性鳥インフルエンザ疫学調査チーム座長 伊藤壽
とし

啓
ひろ

  

国立大学法人鳥取大学農学部共同獣医学科獣医公衆衛生学分野教授 
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2．令和2年度における高病原性鳥インフルエンザの発生及び対応の概要 

 

1）発生及び対応の概要 

 高病原性鳥インフルエンザ（以下「本病」という。）については、我が国にお

いては平成30年1月以降、発生がなかった。しかしながら、令和2年に入ってから

中国では1月及び2月に、フィリピンでは3月及び7月に、ベトナムでは1月から8月

まで、台湾では1月から9月まで、ロシアでは7月から9月まで、家きんにおいて本

病の発生が確認されていたこと、野鳥においても8月には韓国において低病原性鳥

インフルエンザウイルス、ロシアにおいては本病ウイルスの感染が確認されたこ

とから、農林水産省は本病に対する警戒のため、我が国への侵入リスクが高まる

秋の渡り鳥が本格化する前の9月24日に、都道府県等宛てに注意喚起の通知を発出

すとともに、10月には都道府県の家畜衛生担当者等を参集した全国会議において

も注意喚起を行った。 

また、同年10月以降、韓国や欧州において野鳥から本病ウイルスが検出された

こと、同月24日には北海道紋別市で採取された野鳥の糞便からも本病ウイルスが

検出されたことから、農林水産省は10月30日に改めて全国への注意喚起を行い、

飼養衛生管理基準の遵守と異常家きんの早期発見・早期通報を呼び掛けるととも

に、発生時の的確な初動対応が可能となるよう、人員の確保、各都道府県内にお

ける連携体制の確認等を都道府県に要請した。 

このような中、11月5日、香川県の採卵鶏農場（飼養羽数約31.7万羽）において

本病の発生が確認された。その後、令和3年3月13日までに18県において52事例の

発生が確認され、約987万羽が殺処分の対象となった。各事例において、飼養家き

んの殺処分、焼埋却、消毒等の防疫措置が講じられたが、100万羽を超える規模の

農場における発生事例や、養鶏密集地域における続発では、埋却場所・焼却先の

確保に苦慮するなど防疫措置に時間を要するケースが見られた。 

全国的な対応としては、11月5日の発生以降、多数の農場で発生が確認されたこ

とから、12月9日に農林水産省から都道府県宛てに全国一斉の家畜伝染病予防法に

基づく緊急消毒の実施について通知を行うとともに、令和3年1月7日には農林水産

省ホームページに注意すべき事項を図示した生産者向けのリーフレットを掲載す

るとともに各都道府県に周知した。 

令和2年度の防疫措置は、令和3年3月29日に終了し、すべての移動制限が4月20

日に解除された。その後、6月30日に国際獣疫事務局（OIE）の陸生動物衛生規約

に基づき、我が国は高病原性鳥インフルエンザの清浄国に復帰した。 

 

2）関係機関との連携・民間団体等の協力 

農林水産省と各発生県は、政務レベルも含めて密接に連絡を取り、感染拡大防

止に向けて連携を確認するとともに、国レベルにおいては、鳥インフルエンザ関

係閣僚会議及び関係府省庁連絡会議が開催され、関係府省庁間の連携が確認され

た。 
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各事例の防疫措置は、自衛隊の他、関係機関・団体、市町村が協力して実施さ

れた。農業関係以外の団体からも協力が得られ、農業関係者・非農業関係者が一

体となった全県的な対応を実施した事例においては、大規模農場での発生にも関

わらず円滑かつ迅速な防疫が行われた。また、農林水産省（農政局、動物検疫所、

動物医薬品検査所）、独立行政法人家畜改良センター及び他都道府県から、防疫

措置従事者の派遣、防疫資材の提供等が行われた。加えて、迅速な防疫対応の開

始のため、都道府県が実施した病性鑑定結果の確認や、確定検査について国立研

究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門が24時間体制で対

応した。 
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3．令和2年度における高病原性鳥インフルエンザの発生の特徴 

1）海外における高病原性鳥インフルエンザの発生状況 

農林水産省消費・安全局動物衛生課 

 

（1）概況 

2020年秋から2021年春にかけての鳥インフルエンザ流行期（以下、秋から春にか

けての鳥インフルエンザ流行期を「シーズン」という。また、2020年～2021年シーズ

ンを「今シーズン」という。）にユーラシア大陸では、その東西において過去最大規

模の高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生がみられた。 

ユーラシア大陸東側をみると、韓国では、今シーズン、家きんにおいて109件（観

賞用鳥類飼養農場1件を含む。）のHPAIが発生し、これら発生農場における殺処分数

は約1,043万羽とされ、加えて報道情報によると予防的殺処分を含めた総殺処分数は

約2,993万羽に達したとされている。前回大発生のあった2016年～2017年シーズンで

は、HPAIの家きんでの発生件数は383件、総殺処分数は約3,787万羽であり、今シーズ

ンの発生は韓国における過去2番目の規模の発生となった[1, 2, 3, 4, 5]。日本で

は、今シーズン、家きんにおいてHPAIが52件発生し、関連農場及び施設含め76戸、合

計約987万羽が殺処分され、24農場で約183万羽の殺処分が行われた2010年～2011年シ

ーズンを超える過去最大の発生規模となった[6, 7]。 

ユーラシア大陸西側の欧州では、今シーズン、家きんにおいてHPAIが1,2481戸で発

生し、これにより約2,240万羽が殺処分され、2016年～2017年シーズンの1,152戸、約

283万羽（2016年10月～2017年4月）を超える過去最大の発生規模となっている。[8, 

9, 10] 

今シーズン、ユーラシア大陸東西で確認されたHPAIウイルスの主要な血清亜型は

H5N8亜型であり、HA遺伝子配列に基づく遺伝子型により分類すると、2016年～2017年

シーズンにユーラシア大陸で大発生がみられたウイルスと同じClade 2.3.4.4bに属し

ていた2。さらに、Clade 2.3.4.4bをより詳細に分類し、分子疫学的分析を行うと、

発生地域により違いが認められ、日本及び韓国では、今シーズン欧州で主にみられた

遺伝子型であるG2クラスター系統に属するウイルスではなく、2019年～2020年のシー

ズンに欧州で主要な遺伝子型系統であったG1クラスター系統に属するウイルスが比較

的多く発生していた。（図2）[11, 12, 13, 14] 

 

（2）東アジア地域での発生状況 

ア．韓国 

① 野鳥 

2020年10月21日に忠清南道（ちゅうせいなんどう）天安（ちょなん）市の鳳岡川

 
1 公表されている報告書では、1,247 戸とされているが、アイルランドの集計（1 件）を含んでいな

いことから、1,248 戸とした。 
2 2017 年～2018 年シーズンの国内家きん及び野鳥発生事例でも Clade 2.3.4.4b 系統のウイルスが

検出されている。 
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で採取された野鳥の糞便から、H5N8亜型のHPAIウイルスが検出された[1, 2, 3, 4]。

その後、2021年5月11日までに、全国の広い範囲で過去最大となる234件3の野鳥由来

のHPAIウイルス（いずれもH5N8亜型）の検出が報告されている[1, 2, 3, 4]。 

前回世界的に発生がみられた2016年～2017年シーズンにおいて、最初に天安市の

鳳岡川でHPAIウイルスが野鳥で確認された時期（10月下旬）は今シーズンと同様であ

ったが、その後、5月上旬までの報告数は65例であり、今回は2016年～2017年シーズ

ンの約3.5倍の発生となっている[12]。 

侵入時期及び感染状況については、渡りの状況や渡り鳥の感染状況、野鳥のサー

ベイランスの実施状況等が影響することから断定はできないが、少なくとも、今シー

ズンに韓国国内に飛来した渡り鳥において、2016年～2017年シーズン以来となる極め

て広範なHPAIウイルスの感染があったと考えられる。 

② 家きん 

2020年11月27日に全羅北道（ぜんらほくどう）の南部にある井邑市（ちょんうぷ

し）のあひる農場で採取された検体からH5N8亜型のHPAIウイルスが確認された[1, 2, 

4]。 

以降、韓国全土の10の道・特別自治市において合計109件（観賞用鳥類飼養農場1

件を含む）発生があり、発生数の月別推移は、12月に40件、1月に42件、2月に20件、

3月に5件及び4月に1件であると報告されている（図1）。これらのHPAI発生の原因ウ

イルスはいずれもH5N8亜型ウイルスによるものであった。発生家きん種の内訳は、鶏

55件（採卵鶏47件、肉用鶏2件、地鶏1件、種鶏5件）、あひる47件、うずら3件、観賞

用鳥類1件、混合飼育3件であり、殺処分の合計数は約1,043万羽と報告されている

（図1）。[1, 2, 4] 

韓国では、HPAI発生農場及び疫学関連農場だけでなく、発生農場から半径3 km以内

（2月15日から暫定的に半径1 km以内へと緩和）で飼養されている家きんについても

予防的に殺処分が行われた[2]。今シーズン、現時点でこの予防的殺処分数について

の公式発表はないが、現地報道によると、2020年11月から2021年4月までに発生農

場、疫学関連農場及び予防的殺処分を併せた総殺処分数は約2,993万羽となったとさ

れている[5]。 

2016年～2017年シーズンと今シーズンの比較では、HPAIの家きんでの発生数は383

件から109件に減少している[2]。また、殺処分数についても、2016年～2017年シーズ

ンは、予防的殺処分数を併せて3,787万羽であったが、現地報道情報によると今シー

ズンは2,993万羽に減少したとされている[5]。なお、予防的殺処分数については、対

象農場の感染の有無が明らかでないため、韓国国内における感染状況を反映している

訳ではないこと、また予防的殺処分の対象範囲が2016年～2017年シーズンでは原則半

径500m以内であり、今回は以前よりも広いことに留意が必要と考えられた。 

韓国当局は、今シーズンの発生に関する見解として、過去最も被害が大きかった

2016年～2017年シーズンに比べて、野鳥におけるHPAIウイルス感染状況が悪い状況

 
3 大韓民国環境部のプレスリリースに基づき集計すると 232 件となる（2021 年 6 月 18 日現在）。 
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（約3.5倍）にも関わらず、迅速な防疫措置と農場間の水平伝播防止により、農場で

の発生件数を最小限に抑える（72％低下）ことができたと評価している[2]。 

③ 発生ウイルスの遺伝子型 

韓国における今シーズン発生したウイルスの遺伝子型については、韓国の研究グ

ループにより2月中旬に出版社に提出された学術論文（3月に公表）に途中結果がまと

められている。これによると、HA遺伝子による遺伝子型はClade 2.3.4.4bに属してお

り、さらに、2019年～2020年のシーズンに欧州の比較的東側で発生がみられたG1クラ

スター系統に属するウイルス及び2020年の夏期にシベリア西端のオムスクやカザフス

タンでみられ、その後今シーズンに欧州で大発生を引き起こしたG2クラスター系統に

属するウイルスの大きく2つに分類された（図2）。[13, 14] 

また、韓国で確認されたG1クラスター系統のH5N8亜型の鳥インフルエンザウイル

スは、HA及びNA遺伝子分節以外の遺伝子再集合（リアソータント）による遺伝子分節

の組合せにより、リアソータントしていないウイルスも含め6種類に分類が可能であ

ったとされている。また、G2クラスター系統のウイルスについては、欧州及び日本で

みられたものと同じ遺伝子分節の組合せのウイルスであった。[13, 14] 

日本で発生したウイルスを含め、分子疫学に基づく詳細な分析は後段に譲るが、

韓国及び日本において発生したH5N8亜型HPAIウイルスは2019年～2020年に発生したヨ

ーロッパのHA遺伝子に由来し、他の遺伝子分節がリアソータントした又はしていない

H5N8亜型HPAIウイルス及び2020年の夏期にシベリアで確認され2020年～2021年に欧州

で大発生したH5N8亜型HPAIウイルスの2系統が流行し、前者が主要な流行系統のウイ

ルスであったと考えられている（図2）。[14] 

 

イ．中国 

中国の状況については、OIEへの報告によると2020年後半に山西省（さんせいしょ

う）朔州市（さくしゅうし）平魯区（へいろく）において、コブハクチョウ2羽（疑い

4,000羽）で発生が確認されている。2021年上半期には、北京、チベット等の5カ所に

おいて合計325羽（疑い4,911羽）の野鳥（コクチョウ、コブハクチョウ、インドガン

及びオシドリ）でH5N8亜型ウイルスによる発生が確認されている。また、2021年上半

期に、遼寧省（りょうねいしょう）瀋陽市（しんようし）において、H5N6亜型のウイ

ルスによる発生がコクチョウ11羽（殺処分280羽）で確認されている。[1] 

家きんでの発生については、2021年5月現在、2020年2月の四川省でのH5N6亜型ウイル

スによる発生以降の報告はないが、中国ではワクチンが使用されていることに留意す

る必要がある。[1] 

 

ウ．台湾 

台湾では、家きんにおいてHPAIが継続的に発生している。2020年1月から2021年5月

24日までの間に雲林県41件、台北市11件等、全国で85件のHPAIが家きんで報告されて

いる。発生したウイルスの血清亜型の内訳は、H5N5亜型が53件、H5N2亜型が29件及び

H5N2亜型・H5N5亜型の同時確認が3件とされている。[1, 15] 
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（3）欧州での発生状況 

今シーズン中、欧州では、前回大発生があった2016年～2017年シーズンの発生を超

える、過去最大のHPAIの発生がみられた。 

ア．今シーズン  

① 野鳥 

2020年10月から2021年5月14日までの間に、28か国（EU加盟国27か国中フランス、ド

イツ等の23か国及びEU非加盟国5か国（ノルウェイ、セルビア、スイス、ウクライナ及

び英国））において、合計2,271件4のHPAIの発生が確認されている。これらの発生で

確認されたHPAIウイルスの血清亜型5は、H5（N亜型は不明）亜型が94件、H5N1亜型が

92件、H5N3亜型が44件、H5N4亜型が16件、H5N5亜型が65件及びH5N8亜型が1,959件であ

るとされている。発生数の推移としては、11月初旬から中旬に最大となる流行及び3月

上旬が最大となる流行がみられた（図3, 図4）。[1, 8, 9, 10] 

今シーズンの特徴として10月というシーズンの早い時期に、欧州西部の英国さらにア

イルランドにおいて発生が確認されている[10]。 

② 家きん 

家きんについては、2020年10月から2021年5月14日までの間に、19か国（EU加盟国の

うちフランス、ドイツ等17か国並びにウクライナ及び英国）で、疫学関連農場を含め

1,248戸6でHPAIの発生があり、その原因ウイルスの血清亜型の内訳は、H5（N亜型不

明）亜型が50件、H5N1亜型が12件、H5N5亜型が42件及びH5N8亜型が1,144件6であった

と報告されている。また、殺処分数は、家きんのみで約2,240万羽に達している。[1, 

8, 9, 10] 

HPAI発生の約9割を占めるフランス、ポーランド及びドイツの状況をみると、フラン

スでは、2019年～2020年シーズンでは発生数が0件であったが今シーズンは493戸

（H5N8亜型：455戸、H5（N亜型は不明）亜型：38戸）、ポーランドでは同じく35戸が

340戸に、ドイツでも同じく3戸が233戸と2019年～2020年シーズンより増加している。

[1, 8, 9, 10] 

今シーズンのHPAIの発生数の推移としては、野鳥の発生のピークから2カ月遅れ1月

上旬から中旬にピークを示すフランスを中心とする流行並びに2月からのドイツを中心

とする流行に続き3月下旬から4月にかけてのポーランド及びリトアニアを中心とする

流行がみられた（図3）。[1, 8, 9, 10] 

 

イ．2016年～2017年シーズンとの比較 

 
4 公表されている報告書[10]では、2,243 件とされているが、集計表を確認した結果、アイルラン

ドの集計（28 件）を含んでいないことから、2,271 件とした。 
5 公表されている報告書[10]では、アイルランドの集計（H5N3 亜型：1 件、H5N8 亜型：27 件）を

含んでいないことから、これを追加している。 
6 公表されている報告書[10]では、アイルランドの集計（H5N8 亜型：1 件）を含んでいないことか

ら、これを追加している。 
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過去最大規模のHPAIの発生があった2016年～2017年シーズンでは、野鳥において

1,563件、家きんにおいては1,154戸（殺処分数：約283万羽（2016年10月～2017年4

月））のHPAIの発生が報告されている。このことから、今シーズンのHPAIの発生規模

は野鳥及び家きんともに過去最大となっている。[1, 8, 9, 10] 

今シーズンの発生開始時期及び場所は2016年～2017年シーズンとは大きく異なり、

野鳥では10月のシーズン初期に2016年～2017年シーズンではポーランドのドイツ国境

付近（東経約14度）でHPAIの発生がみられたが、今シーズンではアイルランド（西経

約9度）であり加えてドイツ、デンマーク及びオランダで多数の発生が報告されている

（図4）。[1, 8, 9, 10] 

2016年～2017年シーズンではアイルランド及び英国へのHPAIの到達は12月であり、

今シーズンとは約2カ月の差がある。他の違いとしては、今シーズンは2016年～2017年

シーズンよりもルーマニア、ブルガリア、ギリシャ等の南東ヨーロッパでの発生報告

が多いことが挙げられる。[1, 8, 9, 10] 

シーズン末期の4月のHPAIの発生状況としては、2016年～2017年シーズンは野鳥22件及

び家きん12件であったが、今シーズンはポーランド及びバルト海沿岸諸国で野鳥211件

及び家きん251戸であり、より大規模な発生がみられている（図4）。[1, 8, 9, 10] 

 

ウ．発生ウイルスの遺伝子型 

今シーズン、欧州でみられたH5N8亜型のHPAIウイルスの多くは、HA遺伝子分節の遺

伝子型がClade 2.3.4.4bに分類され、さらに詳細に分類するとG2クラスターと呼ばれ

る系統のものであった。一方、先に述べたとおり、アジアではG1クラスター系統のウ

イルスによるHPAIの発生が多いとされている（図2）。最近の研究によると、G1及びG2

クラスターは、2017年以前に分かれたと考えられており、G2クラスターのHA遺伝子を

もつH5N8亜型のHPAIウイルスは、2016年以降、欧州、ロシア、アジア及び北アフリカ

で散見されている。[1, 8, 9, 10] 

 

（4）その他の地域におけるH5N8亜型ウイルスによる発生状況 

今シーズン、イラン、イスラエル等の中東地域から南アジアのインドにおいて、

H5N8亜型ウイルスによる野鳥及び家きんでの発生が報告されている。アフリカでは

H5N8亜型ウイルスによる発生は2020年11月に南アフリカの家きんで確認されている。

[1] 
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図1 韓国の家きんにおける高病原性鳥インフルエンザの発生状況 

（2020年10月以降） 

 

 

図2 '20～'21シーズンにおけるHPAI（H5N8亜型）のユーラシア全域における発生 

（経路等は推測を含む） 
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図3 '20～'21シーズンにおける欧州での家きん及び野鳥における 

高病原性鳥インフルエンザの発生推移（EU報告書[10]より転載） 

注：本図はギリシャの発生（野鳥、H5N8亜型：4件）を含んでいない。 

 

 
図4 欧州における'16～'17シーズンと'20～'21シーズンとの 

発生状況の比較（シーズン初期・シーズン末期）（EU報告書[10]より転載） 

  


